
Network Camera
オンラインヘルプ

QNV-C9083R /QNO-C9083R/QNV-C8083R/QNO-C8083R







































































































































アラーム入・出力

アラームが入力されると、アラーム入力イベントが発生します。アラーム入力を認識するアラーム入力方法を設定
することができ、またアラームイベントが発生した時にカメラがどんな動作を行うかを設定できます。また、ユー
ザーが自らアラームを出力する時やイベントが発生してアラームが出力される時にアラームをどう制御するか設定
できます。

設定を完了すると、ページの下にある[適用]ボタンをクリックしてください。
アラーム入力イベントに対する設定は、[イベント]>[イベント設定]ページの[アラーム入力]に同じく適用されます。

アラームデバイス設定

イベントアクションの設定

入力デバイス設定

アラーム入力デバイスを使用するには、[有効]を選択します。

タイプ

アラーム入力タイプを選択します。
ノーマルオープン：アラーム入力センサーが基本的に開いた状態で、閉じられた状
態になるとアラームに認識してアラーム入力イベントを発生させます。
ノーマルクローズ：アラーム入力センサーが基本的に閉じられた状態で、開いた状
態になるとアラームに認識してアラーム入力イベントを発生させます。

FTP

アラーム入力イベントが発生した時、映像の画像をFTPサーバーに保存するには[有効]
を選択します。FTPに対する詳細設定は、[イベント]>[FTP/Eメール]で行うことができ
ます。

E-mail

アラーム入力イベントが発生した時、映像の画像をE-mailに伝送するには[有効]を選択
します。E-mailに対する詳細設定は、[イベント]>[FTP/Eメール]で行うことができま
す。

録画

アラーム入力イベントが発生した時、SDカードまたはNASに映像を保存するには[有
効]を選択します。保存に関する詳細設定は、[イベント]>[ストレージ]で行うことがで
きます。

アラーム出力
アラーム入力イベントが発生した時、特定のアラームNo.でアラーム出力されるように
設定することができます。アラーム出力No.を選択した後、アラームを出力したくない
場合、[off]を選択してアラームを出力したい場合、出力時間を選択します。[常時動作]



イベント動作時間

アラーム出力

を選択してユーザーがアラームを停止するまで継続出力されるように設定することも
できます。

カメラが対応する出力アラーム個数によって、アラーム出力オプションの表示が異な
ります。例えば出力されるアラームが2つなら、「アラーム出力1」、「アラーム出力2」
とオプションが表示されます。

アラーム入力イベントが発生した時、[イベントアクション]で設定したイベントアクシ
ョンが常時動作するように設定したり、スケジュール動作するように設定します。

常時動作

アラーム入力イベントが発生した時、設定したイベントアクションを常に実行しま
す。

スケジュール動作

設定した時間にアラーム入力イベントが発生した時、設定したイベントアクションを
実行します。[スケジュール動作]を選択して表示されるタイムテーブルには、現在のカ
メラ時間を基準とした日曜日から土曜日までの日付が表示されます。タイムテーブル
でマウスをクリックしたりドラッグしてイベントアクション時間を設定することがで

きます。設定されたイベント動作時間は、該当曜日と時間に繰り返して実行されま
す。

[1分]、[30分]、[1時]ボタンをクリックして、タイムビュー単位を変更することができ
ます。[初期化]ボタンをクリックすると、設定されたイベント動作時間がすべて削除さ
れます。カメラ時間を確認するか変更するためには、[Basic]>[日付＆時間]を参照して
ください。

タイプ

アラーム出力タイプを選択します。
ノーマルオープン：通常時はアラーム出力はオープンで、アラーム時はアラーム出
力はGNDと導通します。
ノーマルクローズ：通常時はGNDと導通しており、アラーム時にオープンになりま
す。

モード

アラームを出力する時、制御タイプを設定します。
パルス：[切替感度]で設定した時間の間、アラームが出力され自動にアラームがオ
フになります。

有効/無効：ライブ画面でアラーム出力ボタンを押すと、アラームが出力され再度押
すとアラームがオフになります。

切替感度

[モード]で[パルス]を選択した時、アラーム出力時間を設定します。



 複数のイベントが発生する場合、重複したアラーム出力時間は除外されます。例えば、ア
ラーム出力時間が10秒に設定されたAイベントのアラームが発生した5秒後に、出力時間
が10秒に設定されたBイベントが発生したら、Aイベントの発生時点から合計15秒の間、ア
ラームが出力されます。また、アラーム出力時間が15秒のAイベントが発生した5秒後に、
アラーム出力時間が5秒のBイベントが発生したら、Aイベントの発生時点から合計15秒の
間、アラームが出力されます。
アラーム出力時間は、[イベント設定]メニューで設定できます。[イベント]>[イベント設定]
ページで各イベントの[アラーム出力]カラムからアラーム出力時間の設定ができます。

参考事項
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